
第3回 DMO全国フォーラム2019
分科会B 財源

2019年2月1日（金）
静岡市観光交流文化局

エディンバラ・フェスティバルの運営組織と
その財源を参考に



1. なぜエディンバラ市なのか

2. 静岡市の取組

本日のテーマ = DMOの財源

都市戦略、都市キャンペーン

フェスティバル – 観光 – 創造産業・文化経済

評価と投資

国際文化芸術発信拠点形成事業（文化庁）

フェスティバルシティ 「まちは劇場」

非観光都市の観光とDMO



① 一般財源 税 金
KPI・KGI設定
成果評価
アカウンタビリティ

② 特定財源 目的税など

③ 税でない公共的資金 BIDやTID

④ ステークホルダからの負担金 会費、寄付 利益分配

⑤ サービス提供による収益 収益事業 協働、新サービスの提供

BID： Business Improvement District
TID： Tourism Improvement District

多様な資金源開発の必要性
安定した、持続可能な資金源開発の必要性

本日のテーマ = DMOの財源



日本版ＤＭＯ

日本版DMOは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の
視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づ
いた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能
を備えた法人です。

このため、日本版DMOが必ず実施する基礎的な役割･機能（観光地域マーケティング･マネジメント）
としては、

(1) 日本版DMOを中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者の合意形成

(2) 各種データ等の継続的な収集･分析、データに基づく明確なコンセプトに基づいた戦略（ブラン
ディング）の策定、KPIの設定･PDCAサイクルの確立

(3) 関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整･仕組み作り、プロモーション

が挙げられます。

また、地域の官民の関係者との効果的な役割分担をした上で、例えば、着地型旅行商品の造成･販
売やランドオペレーター業務の実施など地域の実情に応じて、日本版DMOが観光地域づくりの一主体
として個別事業を実施することも考えられます。

日本版 DMO とは？
観光地域づくりの舵取り役を担う法人

DMO：（Destination Marketing/Management Organization）
観光庁ホームページ



目的： 観光地域づくり

データ（成果）に基づく戦略の策定

ステークホルダ間の合意形成

実施（戦略実施のための調整）

成果（成果に対する評価）

評価の仕組み

データに基づく
マーケティング

投 資



議 会



ビジョンを共有するためのコミュニケーション
ガバナンスの形成

ミッション
法
経営理念

価値やビジョンの共有、インナープロモーション
評価

経済的効果、社会的効果、文化的効果
クロスセクター効果

行政、議会
直接的なベネフィットを受ける（経済界、市民、団体）
直接的なベネフィットを受けない（経済界、市民、団体）

インバウンド客

根本思想 政 策 施策体系

ステークホルダとの価値の共有

コミュニケーション

ビジョン
バリュー
ライフスタイルの提案

戦略、戦術
コアコンピタンス
事業領域（ドメイン）

ミッション

「使命」、「目的」、「役割」、「存在意義」
組織が果たすべき「任務や使命」「存在意義」
企業そのものが存在する意義を表現したもの
抽象的
内発的な動機づけを行う。

ビジョン

「目標」、「夢」、「志」、「方向性」
組織が目指す将来の理想の姿を表現するもの
将来的に「こうなっていたい、こうしたい」という社会の姿を具体的に示すもの
ミッションで定められた存在意義に基づいて事業を行う
具体的
外部に向けて、今後の組織の方向性を伝えるメッセージ



海外に向けた情報発信 インバウンドの増加 地方経済の活性化



平成30年度 「国際文化芸術発信拠点形成事業」 採択一覧

No 都道府県 補助事業者名 事業名

01 宮城県 Reborn-Art Festival実行委員会 リボーンアートフェスティバル

02

東京都

六本木アートナイト実行委員会
六本木アートナイトを中心としたアートの拠点及びネット
ワーク事業

03 上野「文化の杜」新構想実行委員会 社会的包摂文化芸術創造発信拠点形成プロジェクト

04 豊島区 豊島区国際アート・カルチャー都市推進事業

05 神奈川県 横浜市 横浜芸術アクション事業

06

新潟県

十日町市
新潟県十日町市アートが育む里山の国際文化芸術
発信拠点形成事業

07 アース・セレブレーション実行委員会
佐渡から世界へ
〜地球の祝祭「アース・セレブレーション」による国際文
化芸術発信拠点形成事業

08 静岡県 静岡市
「SHIZUOKA FESTIVALS」の実施によるフェスティバ
ル・シティの構築

09 京都府 京都府
京都アーツ・アンド・クラフツワールド発信・流通戦略拠
点形成事業

10 香川県 香川県
瀬戸内国際芸術祭を核とした現代アートによる地域
活性化推進事業

11 福岡県 北九州市 北九州メディア芸術創造拠点事業



2019年に行くべきデスティネーション（52エリア）

ニューヨーク・タイムズ 2019年1月9日電子版

日本の内海にある芸術と自然の調和

・ 瀬戸内国際芸術祭2019
・ しまなみ海道のサイクリング
・ 広島原爆資料館
・ 豪華客船「ガンツウ」

（東京新聞 TOKYO Web 2019年1月10日夕刊より）



エディンバラ・フェスティバルズ



エディンバラ市

スコットランド

北アイルランド

ウェールズ

イングランド

面積： 約260㎢
人口： 約50万人（2015年）

【エディンバラ市】

※スコットランド 概要
面積：78,765 ㎢（北海道とほぼ同じ）
人口：5,313,600人（2012年）
首都：エディンバラ (スコットランド国旗)

◎スコットランドの首都
スコットランド議会の本拠地

・政治・経済・文化の中心地として繁栄

◎ユネスコ世界遺産
・「エディンバラの旧市街と新市街」(1995)
・「フォース橋」(2015)

◎ユネスコ創造都市
「文学都市」(2004)

◎世界有数のフェスティバル・シティ
・「エディンバラ・フェスティバル」

⇒ 年間を通じて開催される国際的な11の
フェスティバルの総称。年間70ヶ国から

450万人の観客が訪れる。 12



世界のフェスティバル・シティ

１ 「観光目的地」

アヴィニヨン（フランス）、シビウ（ルーマニア）

モントリオール（カナダ・ケベック）、メルボルン（オーストラリア） 等々

なぜ、エディンバラは注目されるのか

２ 「マーケティング」と「評価」

３ 「文化経済：文化の産業化」

エディンバラ（イギリス・スコットランド）

◎11個のフェスティバルへの年間来訪者450万人
◎英国内でロンドンに次ぐ第2の観光都市
◎ワールドトラベル賞 受賞「欧州の最も優れた旅行先」（2012年）

◎「フェスティバルズ・エディンバラ（Festivals Edinburgh)」
:11個のフェスティバルのアンブレラ組織として、マーケティング、ロビーイング 等 を行う

◎「エディンバラ・フェスティバル影響評価（Edinburgh Festivals Impact Study)」
:フェスティバルがもたらす、経済・社会・環境・文化面等への影響調査を実施。

(5年おきに実施。2011、2016年）

◎フェスティバルによって、エディンバラの観光産業で5,660の新しい雇用を創出
◎国際的なアートマーケットであり、ビジネスチャンスの場
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